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５
月
１
日
（
日
）、
神
戸
・

湊
川
公
園
に
集
合
し
た
兵
教
組

か
ら
の
約
２
０
０
人
を
含
む
１

万
人
（
主
催
者
発
表
）
の
参
加

者
は
、
神
戸
大
倉
山
公
園
の
第

82
回
兵
庫
県
メ
ー
デ
ー
神
戸
中

央
大
会
会
場
を
め
ざ
し
た
。

「
が
ん
ば
ろ
う
ニ
ッ
ポ
ン
！

す
べ
て
の
働
く
も
の
の
連
帯

で
、
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安

心
社
会
と
自
由
で
平
和
な
世
界

を
つ
く
ろ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、「
東
日
本
大
震
災
被
災

者
支
援
に
市
民
・
県
民
の
力
を

結
集
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
い
た
だ
い
た
支
援
に
報
い
よ

う
」
と
マ
イ
ク
で
訴
え
た
。
ま

た
、
参
加
者
は
「
被
災
地
に
息

の
長
い
支
援
活
動
を
！
」
な
ど

の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
手
に
「
東
日

本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
に
向

け
て
、
支
援
の
輪
を
ひ
ろ
げ
よ

う
！
」と
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。

メ
ー
デ
ー
式
典
の
冒
頭
、
参

加
者
全
員
で
東
日
本
大
震
災
の

犠
牲
者
に
対
し
黙
祷
を
さ
さ
げ

た
。
主
催
者
の
森
本
実
行
委
員

長
、来
賓
の
井
戸
兵
庫
県
知
事
、

矢
田
神
戸
市
長
、
辻
参
議
院
議

員
、
大
槻
近
畿
労
金
兵
庫
県
本

部
長
ら
が
あ
い
さ
つ
し
、
一
様

に
東
日
本
大
震
災
に
触
れ
、
被

災
経
験
を
持
つ
兵
庫
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
一
丸
と

な
っ
た
息
の
長
い
支
援
を
続
け

て
い
く
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。

メ
ー
デ
ー
宣
言
で
は
、
史
上

稀
に
見
る
大
災
害
に
対
し
て
、

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
希
望
の

持
て
る
日
本
経
済
・
社
会
の
道

筋
。
福
島
第
一
原
発
事
故
の
情

報
の
一
元
化
と
公
開
の
徹
底
、

震
災
失
業
者
へ
の
支
援
な
ど
を

政
府
に
求
め
、
拍
手
に
よ
っ
て

採
択
さ
れ
た
。

最
後
に
、
参
加
者
全
員
の
ガ

ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
メ
ー
デ
ー
は

閉
会
さ
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、

支
援
の
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う
！

第82回兵庫県メーデー
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
へ
の
支
援
を
訴
え
る
デ
モ
行
進
と
な
っ
た
。

（
５
月
１
日
、
神
戸
市
に
て
）

ら
っ
か
せ
い

西
脇
市
比
延
小
学
校
　
ニ
年

谷
　
七
星

タ
ネ
を
ま
い
て

み
ど
り
の
は
っ
ぱ
出
て
き
た
よ

黄
色
い
花
が
さ
い
た
と
思
っ
た
ら

赤
む
ら
さ
き
の
ぼ
う
が
の
び
て
き
て

土
の
中
に
も
ぐ
っ
て

８
の
字
の
み
が
で
き
て
い
た
よ
。

は
じ
め
て
見
た
け
ど

ふ
し
ぎ
だ
な
。

（
こ
ど
も
の
詩
と
絵
　
第
31
集
よ
り
）

「たけのこ」

南あわじ市灘小学校六年　増井 鈴菜

義
」
を
振
り
子
の
よ
う
に
行
き

来
す
る
日
本
に
対
し
、常
に「
子

ど
も
の
最
善
の
利
益
」
を
考
え

た
前
向
き
な
改
善
が
お
こ
な
わ

れ
、
現
代
の
教
育
立
国
を
実
現

し
た
の
が
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
で
あ

る
。
日
本
に
は

日
本
の
良
さ
が

あ
り
、
す
べ
て

を
真
似
る
必
要
は
な
い
が
、
可

能
な
と
こ
ろ
は
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

今
回
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
の
は
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
近
郊
の

エ
ス
プ
ー
市
に
あ
る
コ
ー
ル
メ

ス
タ
リ
学
校
。「
支
援
教
育
」

に
力
を
入
れ
た
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
中
で
も
先
進
的
な
と
り
く

み
を
試
み
て
い
る
学
校
だ
っ

た
。
一
番
の
特
長
は
、
支
援
学

級
と
普
通
学
級
が
隣
り
合
わ
せ

に
あ
り
、
そ
の
壁
に
は
自
由
に

行
き
来
で
き
る
ド
ア
が
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
大
き
さ
が

子
ど
も
た
ち
に
一
体
感
を
生
み

出
し
て
い
る
こ
と
だ
。
授
業
で

は
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
発

想
や
着
眼
が
大
切
に
さ
れ
、
教

職
員
は
そ
の
支
援
者
と
な
っ
て

い
る
。
福
祉
国
家
の
思
想
が
根

付
き
、
平
等
と
共
存
の
思
想
が

国
民
的
合
意
と
な
っ
て
い
る

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
当
然
の
こ

と
な
の
だ
ろ
う
が
。
ま
た
、
高

学
年
に
な
る
ほ
ど
グ
ル
ー
プ
学

習
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
、
子

ど
も
た
ち
は
教
え
合
い
、
助
け

合
い
な
が
ら
学
ん
で
い
た
。
給

食
は
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
で
、
授

業
を
し
て
い
る
他
学
年
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
ン

チ
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
楽
し

そ
う
に
食
事
を
と
る
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
に
出
会
っ

た
。
言
葉
や
文
字
に
は
表

現
し
に
く
い
、
の
び
の
び

と
し
た
空
気
を
肌
で
感
じ

た
。
そ
し
て
、
職
員
室
。

噂
に
は
聞
い
て
い
た
が
、

本
当
に
教
職
員
の
机
は
な

く
、
ソ
フ
ァ
ー
や
コ
ー

ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
が
あ
る
だ

け
。
子
ど
も
た
ち
の
情
報
を
交

換
し
た
り
、
次
へ
の
鋭
気
を
養

う
場
と
し
て
職
員
室
が
あ
る
よ

う
だ
。

Ｏ
Ａ
Ｊ
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
教

職
員
組
合
）
の
訪
問
で
も
、
驚

く
こ
と
が
多
か
っ
た
。
国
会
議

員
２
０
０
人
の
う
ち
、
25
人
が

Ｏ
Ａ
Ｊ
出
身
者
で
あ
る
こ
と
、

教
育
省
・
国
家
教
育
委
員
会
・

Ｏ
Ａ
Ｊ
の
関
係
が
良
好
で
あ
る

こ
と
、
細
か
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
学
校
に
決
定
権
が
あ
り
、
教

職
員
に
権
限
が
与

え
ら
れ
て
い
る
こ

と
等
々
。
Ｏ
Ａ
Ｊ

は
そ
れ
ら
の
こ
と

を
誇
り
に
思
い
、

教
職
員
一
人
ひ
と
り
は
自
信
と

勇
気
を
も
っ
て
、
教
育
に
携

わ
っ
て
い
る
。わ
た
し
た
ち
も
、

支
援
の
必
要
な
子
ど
も
に
は
そ

の
子
ど
も
に
合
っ
た
支
援
を
す

る
等
、
低
学
力
の
子
ど
も
へ
の

支
援
を
徹
底
的
に
お
こ
な
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ

た
。ス

カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
最
大
の
街

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
は
、
郊
外

に
位
置
す
る
趣
の
あ
る
ホ
テ
ル

に
滞
在
し
た
。
早
朝
か
ら
ヨ
ッ

ト
ハ
ー
バ
ー
を
散
歩
し
、
さ
ら

に
は
北
欧
の
家
並
み
を
楽
し
ん

だ
。
バ
ス
で
30
分
ほ
ど
移
動
す

る
と
、
優
雅
な
た
た
ず
ま
い
を

見
せ
る
建
築
物
や
石
畳
の
あ
る

旧
市
街
へ
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
晩

餐
会
や
舞
踏
会
が
お
こ
な
わ
れ

る
市
庁
舎
で
は
、
授
賞
者
気
分

で
ブ
ル
ー
ホ
ー
ル
の
階
段
を
下

り
た
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
と
の
教
育
文
化
交
流
の

先
遣
団
と
し
て
、
北
欧
の
地
を

訪
ね
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と

に
感
謝
し
た
い
。

何
か
と
話
題
の

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
で

一
躍
注
目
を
集
め

た
「
森
と
湖
の
国

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」

へ
、
胸
を
弾
ま
せ

た
ゴ
ー
ル
デ
ン
・

ウ
ィ
ー
ク
。
10
時

間
の
フ
ラ
イ
ト
の

ほ
と
ん
ど
を
ロ
シ

ア
上
空
で
過
ご

し
、
ヘ
ル
シ
ン
キ

に
到
着
し
た
。

ロ
シ
ア
を
挟
ん

で
隣
国
と
な
る
日

本
と
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
教
育
制
度
に

は
、
根
本
的
に
大

き
な
違
い
が
あ

る
。「
知
識
重
視

の
伝
統
的
教
育
」

と
「
態
度
重
視
の

子
ど
も
中
心
主

フィンランド教育文化交流団

競
争
し
な
い
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
学
ぶ
も
の

長本 浩嗣

教育文化研究所　事務局長
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を
考
慮
し
新

潟
か
ら
山
形

へ
抜
け
る
。

宮
城
手
前
で

最
後
に
給
油

で
き
た
の
は

千
円
分
。
燃

料
の
供
給
不

足
を
強
く
感
じ
る
。

22
日仙

台
市
内
は
思
っ
て
い
た
よ

り
平
静
。営
業
中
の
店
舗
に
は
、

驚
く
ほ
ど
長
蛇
の
列
。
ガ
ソ
リ

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
ヵ
月
。
警
視
庁
の
ま
と
め
（
５
月
11
日
現
在
）
に
よ
る
と
、
今
な
お

約
12
万
人
が
避
難
生
活
を
し
い
ら
れ
て
お
り
、
行
方
不
明
者
は
全
国
で
計
９
，
８
５
３
人
、
死

者
は
１
４
，
９
８
１
人
に
上
る
。
復
旧
・
復
興
へ
の
人
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
、
長
期
的
な
支
援

が
必
要
だ
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
は
遅
れ
て
お
り
、
完
成
し
た
仮
設
住
宅
は
目
標
の
１
割
に

満
た
な
い
。
し
か
し
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
教
育
委
員
会
に
よ
る
と
、
福
島
で
は
原
発
事
故

の
影
響
か
ら
26
校
の
再
開
が
遅
れ
て
い
る
。
岩
手
、
宮
城
で
は
、
公
立
の
小
・
中
・
高
校
は
す

べ
て
再
開
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
大
人
を
元
気
に
し
て
い
る
。

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、
緊
急
支
援
カ
ン
パ
１
２
，
０
６
５
，
８
２
２
円
（
５
月
９
日
現
在
）、

被
災
地
高
校
へ
の
辞
書
計
５
０
４
冊
を
送
付
し
た
。
ま
た
、
震
災
・
学
校
支
援
チ
ー
ム
Ｅ
Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｈ
（
以
下
ア
ー
ス
）、
連
合
「
被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」（
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
）
の
一

員
と
し
て
、
仲
間
が
被
災
地
へ
支
援
に
入
っ
て
い
る
。
今
後
、
彼
ら
か
ら
の
報
告
を
順
次
紹
介

し
て
い
く
。３

月
21
日

食
料
、
ガ
ソ
リ

ン
、
救
援
物
資
を

満
載
し
宮
城
県
庁

へ
。
原
発
の
影
響

ン
ス
タ
ン
ド
で
は
「
緊
急
車
両

の
み
給
油
可
」「
一
台
10
リ
ッ

ト
ル
ま
で
」の
制
限
付
き
だ
が
、

数
キ
ロ
の
車
列
が
続
く
。

県
庁
到
着
後
気
仙
沼
市
へ

宮
城
県
教
委
と
打
ち
合
わ
せ

気
仙
沼
へ
。
被
害
は
激
し
く
、

学
校
の
被
災
状
況
や
避
難
所
の

運
営
状
況
す
ら
つ
か
め
な
い
ま

ま
の
出
発
。

仙
台
と
気
仙
沼
を
結
ぶ
国
道

は
、
津
波
に
よ
り
至
る
所
で
寸

断
さ
れ
て
い
る
。
内
陸
部
か
ら

遠
回
り
し
、
４
時
間
か
け
て
気

仙
沼
市
役
所
に
到
着
。
や
や
高

台
に
あ
る
た
め
、
幸
い
津
波
の

被
害
は
う
け
て
い
な
い
。
気
仙

沼
市
教
委
は
、
懸
命
に
児
童
生

徒
の
被
災
状
況
の
集
約
や
被
災

校
の
実
態
把
握
に
努
め
て
い

た
。
し
か
し
、
市
街
地
は
津
波

で
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
。
中
で
も
鹿

折
唐
桑（
し
し
お
り
か
ら
く
わ
）

地
区
は
、
漁
船
か
ら
流
出
し
た

燃
料
に
よ
り
全
域
が
焼
失
、
言

語
に
絶
す
る
状
況
だ
っ
た
。

気
仙
沼
小
学
校

授
業
中
に
本
震
が
発
生
。
津

波
は
学
校
ま
で
到
達
せ
ず
、
幸

い
児
童
・
教
職
員
の
犠
牲
者
は

い
な
い
。
し
か
し
、
保
護
者
の

安
否
は
確
認
で
き
て
お
ら
ず
、

教
職
員
に
は
自
宅
を
流
さ
れ
た

方
が
数
名
い
る
。
発
災
数
日
後

に
自
衛
隊
が
到
着
。
炊
き
出
し

や
入
浴
な
ど
行
き
届
き
、
避
難

所
と
し
て
安
定
し
だ
し
て
い

る
。教
室
の
半
数
が
避
難
所
に
。

避
難
者
の
移
動
場
所
が
な
く
、

通
学
路
の
安
全
が
確
認
で
き
な

い
こ
と
や
隣
の
南
気
仙
沼
小
の

被
害
状
況
が
ひ
ど
く
、
児
童
を

受
け
入
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
宮
城
県
教
委
が

目
途
と
す
る
４
月
21
日
の
学
校

再
開
は
、
多
く
の
学
校
で
無
理

だ
ろ
う
と
い
う
見
解
。

ア
ー
ス
員
か
ら
阪
神
・
淡
路

大
震
災
時
、
学
校
再
開
の
遅
れ

が
心
の
ケ
ア
を
要
す
る
児
童
の

増
加
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
な
ど

の
教
訓
を
伝
え
、
２
時
間
に
わ

た
り
意
見
交
換
し
た
。
そ
の
後

空
き
教
室
を
借
り
、
持
参
し
た

食
料
で
夕
食
を
と
り
宿
泊
。
明

け
方
、
教
室
の
温
度
は
氷
点
下

ま
で
下
が
っ
て
い
た
。

23
日
、
鹿
折
中
学
校

降
り
し
き
る
み
ぞ
れ
の
中
、

焼
失
し
た
鹿
折
唐
桑
地
区
を
見

下
ろ
す
高
台
に
あ
る
鹿
折
中

へ
。
翌
日
に
卒
業
式

を
控
え
た
職
員
室
は

慌
た
だ
し
く
、当
初
、

校
長
は
怪
訝
顔
だ
っ

た
。
ア
ー
ス
の
説
明

を
す
る
う
ち
ご
理
解

い
た
だ
け
た
の
か
、

２
時
間
以
上
も
意
見

交
換
し
た
。

５
０
０
人
以
上
の
避
難
者
の

内
、
在
校
生
は
50
人
。
自
衛
隊

が
常
駐
し
、
避
難
者
の
自
治
組

織
と
と
も
に
炊
き
出
し
を
行
っ

て
い
る
。
水
や
電
気
の
復
旧
は

な
い
が
、
食
事
に
は
困
ら
な
い

ら
し
い
。
卒
業
目
前
の
3
年
生

に
安
否
不
明
者
が
1
名
、
保
護

者
の
安
否
不
明
者
数
は
掴
め
て

い
な
い
。
学
校
再
開
は
5
月
以

降
に
な
る
の
で
は
と
の
考
え
だ

が
、
ま
ず
は
翌
日
の
卒
業
式
で

生
徒
を
送
り
出
さ
な
い
こ
と
に

は
再
開
の
方
向
性
す
ら
考
え
ら

れ
な
い
と
心
中
を
話
し
て
く
れ

た
。

階
上
中
学
校

午
後
、
凍
え
る
よ
う
な
寒
さ

の
中
、
海
岸
線
に
校
区
が
広
が

る
階
上
（
は
し
か
み
）
中
へ
。

3
年
生
に
死
亡
1
名
、
安
否
不

明
者
2
名
と
被
害
が
大
き
い
。

保
護
者
の
安
否
不
明
者
も
相
当

数
に
上
る
。
鹿
折
中
同
様
、
自

衛
隊
と
自
治
組
織
で
避
難
所
が

運
営
さ
れ
て
い
る
。

宮
城
県
津
波
被
害
想
定
区
域

内
に
あ
り
、
防
災
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
た
。生
徒
の
中
に
は
、

流
さ
れ
る
人
を
見
た
り
そ
の
悲

鳴
を
聞
い
た
り
し
て
お
り
、
心

の
ケ
ア
の
必
要
性
に
つ
い
て
大

変
興
味
深
く
聞
か
れ
て
い
た
。

気
仙
沼
で
は
、
津
波
被
害
を

想
定
し
た
危
機
管
理
課
と
住
民

の
自
治
組
織
、
お
よ
び
自
衛
隊

に
よ
る
避
難
所
運
営
が
安
定
し

て
き
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
被

害
が
余
り
に
大
き
く
、
学
校
再

開
に
は
た
め
ら
い
が
大
き
い
。

24
日
、
岩
沼
市
・
玉
浦
小
学
校

市
域
の
東
に
、
幾
度
と
な
く

放
送
さ
れ
た
仙
台
空
港
が
あ

る
。
海
沿
い
の
田
畑
の
中
に
あ

り
、岩
沼
市
で
唯
一
被
災
し
た
。

来
襲
し
た
津
波
の
高
さ
は
１
ｍ

足
ら
ず
だ
が
、
１
年
生
が
１
名

津
波
に
の
ま
れ
亡
く
な
っ
て
い

る
。
多
く
の
児
童
が
屋
上
で
、

津
波
到
達
時
に
飲
み
込
ま
れ
て

い
く
人
を
見
て
お
り
、
職
員
の

多
く
は
自
宅
が
相
当
の
被
害
を

受
け
て
い
る
。

発
災
後
３
日
間
は
避
難
所
に

な
っ
て
い
た
が
、
海
が
近
く
余

震
に
よ
る
再
度
の
津
波
被
害
も

予
想
さ
れ
、
避
難
者
は
全
員
別

施
設
へ
移
動
し
て
い
た
。
学
校

再
開
も
視
野
に
入
れ
ら
れ
る
状

況
で
、
校
長
か
ら
「
全
職
員
と

話
し
て
欲
し
い
」
と
要
望
を
受

け
、1
時
間
半
余
り
交
流
し
た
。

ア
ー
ス
員
は
、
災
害
に
よ
る

子
ど
も
の
心
の
変
容
、
教
職
員

が
で
き
る
心
の
ケ
ア
、
リ
ラ
ク

セ
ー
シ
ョ
ン
法
、
学
校
再
開
ま

で
の
道
筋
な
ど
を
話
し
た
。
玉

浦
小
教
職
員
か
ら
、「
保
護
者

を
亡
く
し
た
児
童
へ
の
接
し

方
」「
学
校
再
開
の
日
に
、
ど

ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
た
ら
よ

い
か
」「
亡
く
な
っ
た
1
年
生

の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
全
校
生

に
知
ら
せ
れ
ば
よ
い
の
か
」
な

ど
、
涙
な
が
ら
の
質
問
も
出
さ

れ
た
。

最
後
に
女
性
職
員
か
ら
、「
帰

り
の
車
中
で
食
べ
て
く
だ
さ

い
」
と
保
存
食
を
頂
き
、
ア
ー

ス
員
も
涙
を
我
慢
で
き
な
か
っ

た
。
震
災
16
年
後
の
兵
庫
以
上

に
宮
城
が
素
晴
ら
し
い
街
に
戻

り
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
傷
が

一
日
で
も
早
く
癒
え
る
こ
と
を

願
う
。

震災・学校支援チーム

EARTH第２次派遣より

22
日
、
東
松
島
市
矢
本
東
小
学
校

宮
城
県
教
委
と
打
ち
合
わ
せ

東
松
島
市
へ
。
東
松
島
市
教
委

の
指
示
を
受
け
、
矢
本
東
小
へ

向
か
う
。
こ
こ
で
は
、
３
０
０

人
ほ
ど
の
避
難
者
が
お
り
、
自

主
組
織
が
動
き
出
し
て
い
た
。

ア
ー
ス
員
か
ら
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
教
訓
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
24
日
に
控
え
た
卒
業
式

に
向
け
、
６
年
生
の
教
室
の
片

付
け
を
と
も
に
手
伝
っ
た
。

翌
日
が
全
校
登
校
日
で
、
卒

業
式
を
控
え
て
い
た
。
教
頭
と

今
後
の
と
り
く
み
を
話
し
、
矢

本
第
2
中
へ
。
校
舎
１
階
は
潰

れ
グ
ラ
ン
ド
は
液
状
化
し
て
い

る
が
、
学
校
再
開
に
向
け
少
し

ず
つ
動
き
つ
つ
あ
る
。
集
ま
れ

る
生
徒
だ
け
で
も
集
め
る
こ
と

か
ら
、
学
校
の
早
期
再
開
へ
の

道
の
り
が
出
来
る
こ
と
な
ど
を

伝
え
た
。

大
曲
小
学
校

午
後
か
ら
、
被
害
が
甚
大
な

大
曲
小
へ
。自
衛
隊
が
駐
在
し
、

校
舎
１
階
は
浸

水
し
て
い
る
。

今
後
の
と
り
く

み
を
校
長
、
教

頭
と
話
し
合

い
、
教
員
と
交

流
し
た
。ま
た
、

避
難
し
て
い
る

児
童
と
、
手
遊
び
や

缶
サ
ッ
カ
ー
、
ト
ラ

ン
プ
な
ど
を
し
た
。

鳴
瀬
第
１
中
学
校

避
難
者
は
３
０
０

人
ほ
ど
。
鳴
瀬
第
2

中
、
野
蒜
小
が
同
居

し
て
い
る
。
こ
の
2

校
は
2
階
部
分
に
ま

で
津
波
の
被
害
が
あ

り
壊
滅
状
態
。当
初
、

市
の
職
員
も
常
駐
し

避
難
所
運
営
を
し
て

い
た
が
、
近
隣
の
宿

泊
施
設
館
長
の
仕
切

り
で
運
営
が
う
ま
く

動
き
出
し
、
市
の
職

員
は
撤
収
し
た
。

若
手
が
仕
事
に
出

る
よ
う
に
な
り
、
人

手
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
。
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
校
長
会
が
頻

繁
に
行
わ
れ
て
お
り
、
教
職
員

は
学
校
再
開
に
向
け
動
き
出
し

て
い
る
。
中
学
校
教
員
は
、
高

校
の
合
格
発
表
な
ど
の
業
務
対

応
に
追
わ
れ
て
い
た
。

鳴
瀬
第
２
中
学
校

生
徒
1
人
が
亡
く
な

り
、3
人
が
行
方
不
明
。

校
区
内
の
家
は
ほ
ぼ
流

さ
れ
て
お
り
、
居
住
出

来
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

校
長
は
今
後
を
非
常
に

心
配
し
て
お
り
、
4
月

以
降
も
鳴
瀬
第
1
中
に

同
居
予
定
で
あ
る
。

野
蒜
小
学
校

校
区
は
浜
辺
に
近

く
、
多
く
の
遺
体
が
上

が
っ
て
い
る
。
子
ど
も

も
そ
の
様
子
を
見
て
お

り
、
教
員
は
子
ど
も
の

心
の
ケ
ア
を
非
常
に
心
配
し

て
い
た
。

夕
刻
、
３
０
０
人
が
避
難

し
て
い
る
赤
井
小
へ
。
避
難

所
運
営
は
自
主
防
災
組
織
に

任
せ
て
い
た
。
今
後
の
と
り

く
み
を
教
頭
と
話
し
合
う
。

赤
井
小
に
て
起
床
。
顔
が

凍
る
よ
う
な
空
気
の
冷
た

さ
。
職
員
朝
会
で
今
後
の
学

校
運
営
に
つ
い
て
打
ち
合
わ

せ
た
。
校
長
は
行
方
不
明
者

捜
索
の
た
め
不
在
。
教
頭
よ

り
、「
も
っ
と
先
を
見
据
え

た
話
を
伺
い
た
い
」
と
の
要

望
が
あ
り
、
ア
ー
ス
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
な
ど
を
用
い
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
当
時
の
宮

川
小
の
様
子
を
伝
え
、
一
連

の
学
校
再
開
へ
向
け
て
の
話

を
行
っ
た
。

教
職
員
か
ら
は
、「
亡
く
な
っ

た
子
ど
も
へ
の
対
応
」「
特
別

支
援
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
心
の

ケ
ア
」「
子
ど
も
へ
の
最
初
の

声
か
け
」「
今
後
の
書
類
等
の

取
扱
い
」な
ど
を
相
談
さ
れ
た
。

情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う
、
す

べ
て
の
教
職
員
に
話
を
し
た
。

続
き
、
赤
井
南
小
へ
。
1
階

は
浸
水
し
て
お
り
、
泥
か
き
な

ど
学
校
再
開
へ
向
け
準
備
中
。

資
料
を
手
渡
し
た
。

◆

瀧
ノ
内
さ
ん
は
、「
ど
う
支

え
る 

被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
」

と
題
し
た
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

現
代
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
４
月
４
日
放

送
）
に
、
冨
永
良
喜
さ
ん
（
兵

庫
教
育
大
学
大
学
院
教
授
）
と

と
も
に
出
演
。
環
境
が
激
変
し

た
子
ど
も
た
ち
の
心
に
つ
い
て

や
被
災
地
に
残
っ
た
子
ど
も
と

離
れ
て
い
っ
た
子
ど
も
を
学
年

便
り
や
学
校
便
り
で
繋
い
で

い
っ
た
経
験
な
ど
を
語
っ
た
。

（
番
組
よ
り
一
部
抜
粋
）

東
松
島
市
で
「
初
め
に
ど
ん

な
言
葉
を
か
け
れ
ば
よ
い
か
」

と
質
問
さ
れ
た
。
私
は
、
迷
わ

ず
先
生
の
素
直
な
気
持
ち
を
出

す
こ
と
、
そ
れ
が
子
ど
も
に
伝

わ
り
、
子
ど
も
に
と
っ
て
「
日

常
」
の
先
生
に
出
会
え
た
喜
び

に
つ
な
が
る
。
そ
の
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
か
と
話
し
た
。

ま
た
、
学
校
生
活
を
取
り
戻

す
こ
と
の
重
要
性
は
、「
子
ど

も
が
元
気
に
な
る
こ
と
で
、
大

人
も
元
気
に
な
る
」
こ
と
。
学

校
は
１
０
０
％
で
な
く
て
も
い

い
、
子
ど
も
が
集
ま
る
こ
と
か

ら
何
か
か
が
始
ま
る
。
ま
ず
、

一
歩
始
め
て
頂
き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
と
の
向
き
合
い

方
は
、
保
護
者
と
連
携
す
る
こ

と
。
子
ど
も
は
、
先
生
や
親
と

い
っ
た
大
人
が
見
守
っ
て
く
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
移

転
先
で
の
教
員
も
同
様
に
し
て

く
だ
さ
る
と
あ
り
が
た
い
。
シ

ス
テ
ム
と
し
て
は
、「
教
育
カ

ル
テ
」
の
作
成
や
こ
の
カ
ル
テ

を
５
年
、
10
年
と
引
き
継
い
で

い
く
よ
う
な
整
備
を
急
ぐ
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。自

身
の
経
験
か
ら
も
、
被
災

当
初
は
避
難
所
運
営
で
自
分
自

身
が
分
か
ら
な
い
状
況
に
あ
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
刻
も
早

い
学
校
再
開
に
向
け
て
動
き
だ

し
て
欲
し
い
。
教
員
が
「
先
生

の
仕
事
」
を
出
来
る
こ
と
が
、

子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
う
。
ま
た
、

休
め
る
時
は
休
み
、「
日
常
」

に
戻
る
こ
と
が
元
の
気
持
ち
に

戻
り
心
の
ケ
ア
に
つ
な
が
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
体
験

し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
経

験
か
ら
教
員
に
な
っ
た
り
建
築

関
係
の
仕
事
に
就
い
た
り
と
、

子
ど
も
た
ち
自
身
が
震
災
を

き
っ
か
け
に
新
し
い
自
分
を
見

つ
け
て
い
っ
た
。
ぜ
ひ
、
こ
の

東
日
本
大
震
災
で
も
、
子
ど
も

た
ち
が
立
ち
上
が
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

見澤 光徳

B-1班　西宮支部

瀧ノ内 秀都

B- ２班　芦屋支部浜市地区の学校前には、津波で流された船や車が残り、人

影はまるでなかった。　　　　（３月２２日、東松島市にて）

赤井小、職員室での朝食。

（３月２４日）

子
ど
も
た
ち
の
心
の
傷
が
、一
日
で
も
早
く
癒
え
る
こ
と
を
願
う

「日常」を取り戻し、子どもたちを元気に

黒板に書かれた避難者の一覧。

（３月２４日、岩沼市立玉浦小にて）

焼失した鹿折唐桑地区。

（３月２３日）

23
日
、
矢
本
第
１
中
学
校
、
矢

本
第
２
中
学
校

24
日
、
赤
井
小
学
校
、
赤
井

南
小
学
校
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